（様式第３号）
事業計画書

１　事業実施体制
(1) 実施体制の構成、役割分担及び連携体制
本事業を遂行するための実施体制（伴走支援チームを含む）の構成、各メンバーの役割と責任範囲を記述すること。情報共有や意思決定のフロー、緊急時の対応体制や外部協力者との連携等についても記述すること。

(2) チームメンバーの経験・能力
提案する事業に関連するコンサルティング経験や、担当者の専門知識・資格、経験年数、過去の成功事例、チーム全体の総合的な専門性等を記述すること。

(3) 業務実施工程計画・事業実績等
事業全体のスケジュールについて、各工程の期間、具体的な実施内容、期待される成果物、マイルストーン、リスク管理策、進捗管理の方法等を記述すること。過去の同種の事業実績については案件ごとにできるだけ具体的に記述すること。

２　CFP算定導入に向けた伴走支援
(1) 支援対象企業の募集・選定計画
支援を希望する企業を募集するために、どのように広く周知するのかを記述するとともに、企業の参加意欲を高める工夫や施策についても記述すること。県とどのように連携して、支援対象企業を選定するのかについても記述すること。

(2) 伴走支援の計画・具体策
支援対象企業に対して質が高く効果的な伴走支援を実施するための計画と具体策を主に以下により詳細に記述すること。
・実施内容・方法（伴走支援の計画と具体策を記述すること。実施方法については、支援段階ごとの現地訪問、オンライン等の種別等も具体的に記述すること。）
・質の高い支援を確保するための具体策
・進捗管理と支援対象企業へのフィードバックの具体策
・課題解決支援の具体策　等

３　伴走支援の成果共有（セミナー）
(1) セミナーの実施内容
セミナーのテーマ、対象者、具体的なプログラム、講師の専門性、期待される効果、事業の横展開（普及）への貢献度、その妥当性と具体性を記述すること。

(2) セミナーの開催の案内方法、受講者の募集方法等
セミナー受講者をどのように広く募集するかを記述すること。具体的には、募集戦略（広報・募集方法）、募集チャンネル（Web、SNS、DM等）、目標人数、過去の募集実績等について記述すること。

４　その他独自提案等
上記項目以外で、本事業の遂行や成果向上に資する独自の提案、優れたアイデアを記述すること。
